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概要

18世紀のスイスの数学者 Eulerは, 初期の業績である Basel問題 1+
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+ · · · = π2

6
の解法をはじめとして, 無限

級数と無限積を合わせて多くの関数等式を導出し, その結果は後の数学史にも大きな影響を与えるものであった. 本研究では,

Eulerの方法を用いた sinxの無限積表示に注目し, その過程で得られる様々な関数等式について考察した.

sinの無限乗積
n = 2m+ 1のとき, xn − 1の因数分解:

xn − 1 = (x− 1)
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(x2 − 2pkx+ 1)

(
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)
において, 変数変換

x → a

b
, (a, b) → (1 + t, 1− t)

としたあとの
(1 + t)n − (1− t)n = 2nt
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)
において, t = x/nとすると (
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)n

−
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= 2x
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ここで, n → ∞の極限を考えると
sinhx = x

∞∏
k=1

(
1 +

x2

π2k2

)
が得られる. x → ix, x → πxなどと変数変換することで, 以下の等式が成り立つ:

sinhx = x
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k=1

(
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)
, sinx = x
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)
, sinhπx = πx
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)
, sinπx = πx

∞∏
k=1

(
1− x2
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)
.

研究内容

sinπx = πx

∞∏
k=1

(
1− x2

k2

)
, (1 + t)n − (1− t)n = 2nt

m∏
k=1

(
1 + t2 cot2

πk

n

)
などの等式から得られる, 種々の関係式を導いた.
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